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箴言 における釈 義上 の問題(3)

勝 村 弘 也

1.は じめ に

1.1.主 要な問題

G・ フォン ・ラー ト著 『イスラエルの知恵』の中で、おそ らく彼の神学者

としての力量をもっともよく示 しているのが 「第3部 、第3章 創造された

世界の自己啓示」の部分であるω。拙訳 に対する書評の中で左近淑は、この

ことに関 して以下のように述べている。「比較的新 しい知恵 とフォン ・ラー

トが呼ぶ部分で最 もフォン ・ラー トの特色が見出されるのは、創造の自己啓

示 と名付けられる第3章 である。ヨブ記28章 、箴言1～9、 特 に8章 、ベ ン ・

シラ24章 を主要章句 として展開される『世界に内在する知恵』『呼び掛け』『精

神的エロス』は圧巻である。被造物世界が 自ら示 している神秘的な原秩序に

まで概念化 ・客体化 ・固定化あるいは擬人化 され、それが人間に呼びかけ、

人間を求愛するもの とされるまでの伝承過程に見 られる自由な詩的 ・教育的

具体化のうちに、世界市民的な知恵の教師の、祭司 ・預言者 とは異なる独 自

の神学的貢献を見る」〔2}と。

以下に取 り上げる主要なテクス トは、箴言8章 であるが、ここでどのよう

な形で被造物世界の原秩序 としての知恵が 自己を啓示 していると語 られてい

るのかを見てゆ く。ユダヤ ・キ リス ト教思想の中で、箴言8章 はきわめて重

要な位置を占めている。後代 さまざまな展開を示すことになるソフィア論お

よびロゴス論につながる知恵の人格化ない し擬人化 という一連の伝承過程の

発端 に位置するからである。箴言において知恵はなぜ 〈女性〉として人格化

されたのか。またこの人格化 された知恵が、万物の創造者であるヤハ ウェと

どう関係するのかが問題 となる。人格化 された知恵 にヒュポスターゼ(Hy一
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postase)の 概念 を適用することが適切であるのかどうかをめ ぐっては、論争

が続いている。このことと関連 して、箴言8章 の宗教史的背景についても、

若干触れてお きたい。

1.2.詩 的表現

言 うまでもないことだが、〈被造物世界 〉にしろ く原秩序〉にしろ、この

ような概念語は、聖書テクス トが知 らないものであり、現代の神学者が一連

のテクス トから抽出 した ものである。われわれが被造物世界の自己啓示の よ

うな概念語で説明したがる事柄 について、古代 イスラエル人は、壮大 な詩文

で巧みに語った。このことは単 なる 〈表現上〉の問題ではない。このことは、

女性 として人格化 されて描かれる知恵が人間に呼び掛けるという詩的構想 を

もつテクス トを、特定の概念語 を解釈の軸にして、いわば 〈頭脳〉だけで理

解 しようとしても出来るものではないことを意味する。いや、む しろ誤解す

るだけだ、と言った方がよいだろう。なぜ ならば、〈原秩序 〉の存在 は、創

造主への畏敬の念に満たされた古代人イスラエル人が、いわば身体全体で被

造物世界から感 じ取ったものに違いないか らであ り、それを詩文テクス トと

して表現するほかなかったからである。詩文テクス トは、なによりもまず詩

文テクス トとして読まれ解釈されなければならない。

20世 紀前半の ドイツにおけるユ ダヤ教を代表する人物であったレオ ・ベ ッ

クは、その著 『ユダヤ教の本質』の中で、ユ ダヤ教の伝統において詩的表現

の持つ意義 を以下のように説いている。なお引用に際しては、とりあえず有

賀鐵太郎訳 を活用するが、 ドイツ語原文 と食い違っている箇所などについて

は、僅かながら修正をほどこした。

詩的表現はいずれの宗教において も非常に重要なものである。「人間

は永遠なるもの、無限なるもの、神聖なるものについては讐喩的に(imGleich血is)

語 り得るのみである。それは表現 し得 ざる言い表わ し得ざるものであるので、

あえて表現せんとすれば、詩的表現によるよ り他はない。……詩的能力と讐

喩の力 とがある宗教 には、常 に若さと泉の如 く湧き出つる生命の衝動 とがあ

る。・・…・讐喩がただ讐喩 として残 り、神的なる ものが 『上なる天、下なる地、
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地の下なる淵にある』すべてのものについてのあらゆる影像(Bild)とあ らゆ

る言葉の上に超然として比較 し得 ざる程高められている間は、宗教はその詩

的表現(Poesie)を 所有するが但 しそれは神話(Mythologie)で はない。 し

かし宗教が影像に相応 しい形態をとろうとした り、その讐喩が神の性質或い

は神の運命と経験の決定的な説明をなさんとしたり、神の生命 と本質 とを叙

述する言葉たらんとした り、又神 を求める心によって工夫せ られたる詩的表

現が、何か或る現実的なもの、命名された通 りの ものとして考えられ、一種

の神的現存在の表現であると見 られ、従 って象徴が外形をとった もの(Gesta1-

ten)な い し概念 と化するとき、その時たちまち神話的なるものがその場 を

占めるに至 り、そこに偶像 を用意することになる」。 しか し 「ユ ダヤ教にお

いては、その宗教感情および思想の歴史は絶えず変化 を遂げていたとは言 え、

神話に通ずる道は、遥か彼方にあった」虹31。

例えばわれわれが、大平原の彼方 に沈んでゆ く太陽の大 きさと空に展開さ

れる壮大な夕焼けの ドラマに驚嘆す る時、秋の澄み切った空気 の中で満天の

星空を眺める時、夏の深山の中で周囲すべてがさまざまな色相 を示す緑色に

輝 く時、このような大自然のとてつ もない美 しさに圧倒 される時に経験する

心の動 きを概念語で説明することの困難さを思い浮かべて見よ!こ の よう

な出会いの感動は、ただす ぐれた芸術家だけが十分に表現することがで きる。

この時、創造主への深い感謝と畏敬の念 を覚える者は、多いであろう。この

ような意味から言って、後に問題にするように、われわれが ここで取 り上げ

る知恵テクス トに、天地を創造 した神への賛歌 との共通性が認め られるのは

当然 なのである。

1.3.創 造主への信仰

一般 に古代人は
、自然の営みの中に秩序 ・整合性を認識 した時に驚異 と畏

敬の念に打たれたと言われる。そこにこそ創造主の御手の業を発見 したか ら

である。われわれ現代人にとっては、 自然界における秩序の発見 と、社会に

おける正義の遂行ない し社会秩序の構築や維持は、まった く別種の問題であ

る。 しかしなが ら、古代人がはた して世界 をこのような仕方で分節 していた
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であろうか。バビロニアやエジプ トにおいてのみならず イスラエルにおいて

も、自然界 における秩序と社会秩序の問題は、統一的に考 えられていたとす

るのが適切ではないだろうか。

国家権力の成立 とその正当性 をいわゆる く宇宙論的〉に説明する神話の国

エジプ トでは、自然の秩序 と国家ないし社会の秩序を統一的に把握 していた

のに対 して、イスラエルでは事情がまった く別であったかのようにしば しば

説かれる。国家の成立を宇宙論的にではな く、つ まり く神話〉として説明す

るのではな くて、〈歴史的〉出来事 として物語 る文学が古代 イスラエルに存

在 していたことは確かである(サ ムエル記参照)。 しか しなが ら、このこと

をもって神による世界の統治と、社会における正義の構築 と遂行が、古代イ

スラエルではまった く別の問題として捉えられていたことにはならない。 こ

のことと関連 して、創造主への信仰は、歴史的出来事を導 くイスラエルの神

への信仰 よりもずっと新 しい史的現象であるとする見解にも大 きな疑問符が

付 く。このような思想史的前提にたって旧約テクス トの年代決定 を行 う方法

もまた問題である。 とりわけ、箴言8章 のように自然の秩序 と社会の秩序 と

を統一的に把握 しているテクス トの中にヘレニズム思想の影響 を見て、旧約

の非常に遅い時代に年代付けるのは、イスラエルにおける知恵の伝統を見誤

った結果 に他ならないω。

そもそもヘブライ語で正義 をあらわす語ツェデクお よびッェダーカーは、

最初から社会的次元での正義のみを表現する語であったのでない。「天は彼

(一ヤハ ウェ)の 義を告げる」(詩 篇97・6)「 真実は地か ら芽生え、義は天

か ら臨む」(詩 篇85・12)の ような表現は、詩篇の至る所 に見い出す ことが

で きる。K・ コッホによれば、義 とは世界 を秩序付 け世界に幸せ をもたらす

ような力を意味する。この場合、世界が 自然界を含むことは言 うまで もない(5)。

知恵ホクマーの場合には事情は多少異 なるのかも知れないが、すでに列王記

のソロモ ン王に関する叙述において、彼の統治者 としての知恵は、彼の自然

学的な知恵 と一体の もの として語 られている(ω。 この世界の創造主が、社会

における正義と秩序を保証するのでなければ、だれが王として国家を統治す

ることが出来るというのかの。いわゆる唯一神教が、いつどのように して成
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立 したのかを論 じることはここでは差 し控えるが、およそ唯一神教的に世界

について考察すれば、自然界における秩序の存在(こ れをかならず しも静的

にとらえる必要はない!)と 社会における正義 ない し秩序の実現 とが別種の

問題 として浮上 して くることなどありえない。 このことは数多 くの詩篇や創

世記冒頭の天地創造の記事 を読むだけで確認で きよう。これか ら取 り上げる

原秩序 としての知恵について語っている箴言のテクス トにおいても、両者 を

別の問題 としては扱っていない。旧約の非常に遅い時代のある思想家あるい

は編集者が、元々社会正義について語っていたテクス トに天地創造の時に神

のそばにいた知恵に関する賛歌 を結合 したかの ように考えるのは、典型的な

近代プロテスタント的独断であろう。問題の一連の知恵テクス トの裏側 には、

およそこの世界には正義が存在するのかといういわゆる神義論があるのでは

ないか。このことを看取することが出来れば、解釈は従来 とはまった く異な

った展開を示すことになるだろう。またこのような方向で考えれば、〈行為 ・

帰趨連関〉について繰 り返 し語っている箴言10章 以下の比較的古いテクス ト

と1～9章 の新 しいテクス トとのテーマ的連続性が視野に入って くる。そう

すると、箴言8章 は箴言の書全体の解釈にとって もきわめて重要な意味 をも

っことになろう。

2.ヒ ュポスターゼ概念 を適用するのは正当か?

フォン ・ラー トが 『イスラエルの知恵』において考察の対象 とした主要な

聖書テクス トは、ヨブ記28章 、箴言8章 、外典のべ ン ・シラの知恵24章 であ

る。彼 はこの中から最初 にヨブ記28章1～28節 を取 り上げる。その理 由は、

ラー トが、人格化 された知恵 を神的実体(Hypostaseヒ ュポス ターゼ)と

して扱 う宗教史的研究に対 して否を言 うためであった(8}。

ここでヒュポスターゼの概念 をどのように定義するかは、当然問題になる。

しか しながら、真の問題は語の定義にあるのではない。ラー トが問題に して

いるのは、近代の宗教史研究者が様々な意味合いで、主 として比較宗教の観

点か ら旧約テクス トの解釈に持ち込んできたヒュポスターゼなる概念をここ
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で使用することが適切であるか否かである〔gl。たしかに新 プラ トン主義か ら

三一神論 との関係でキリス ト教神学に導入され(オ リゲネスやカッパ ドキア

の三教父)(1㊥、 さらに比較宗教学でも使用 されているといった複雑な背景 を

もつ、誤解 を招 くおそれの強い概念語 を解釈の鍵とすることは出来ないので

ある。われわれには箴言8章 の知恵がヒュポスターゼか否かとい う議論は不

毛である。 と言 うよ りも、「箴言8章 の知恵はヒュポスターゼである」 とす

る論者は、何 らかの意味において、キリス ト教の教義 としての三一神論 を意

識 しているのではないか。 とりわけ組織神学者や新約研究者がその ように語

る時には、そこに護教的な動機がないとは言えないであろう㈲。

ヨブ記28章1～28節 に戻ろう。まず私訳 を掲げる('2}。

1ま ことに、銀にはその産出地があ り、

黄金には洗鉱する場所がある。

2鉄 は土から採 り、

銅は岩石から溶か して採る。

3境 界が暗闇に定められ、

隅々までも探究 される。

暗黒の石と死の蔭が、

4溜 りから噴 き出し流れる。

忘却されたものが、人跡から隔てられて、

垂れ下が り、人間か ら(離 れて〉揺れ動 く゜3)。

5地 はそこから食物を出す。

だが、その下 には、火の ようなものが煮 え返る。

6そ の岩石は、ラピスラズ リの在 り処、

そこには黄金の塵がある。

7そ の路は、猛禽 も知らず、

鷹の眼もそれを探知 しない。

8誇 り高き野獣 もそれを踏まず、
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若獅子 もこれを歩 まなかった。

9巌 に人は手 をのべて、

根元から山々を掘 り返す。

10岩 に人は横穴を穿ち、

その眼はあらゆる稀物を見る。

ll人 は流れの源を塞ぎ⑯、

隠されたものを明るみに出す。

12だ が、知恵はどこに見い出されるのか。

どこが分別の在 り処か。

13人 間はその価値を知 らない飼。

生けるものの地にはそれは見い出されない。

14淵 は言 う、「それは私の中にない」、

海 も言 う、「私のもとにはない」 と。

15純 金 もその代わ りに与えられず、

銀をもってもその代価 を払えない。

16そ れはオフィル産の金をもっても、

稀有な紅玉髄 とラピスラズリをもって も支払われない。

17金 も破璃 もそれとは比べ られず、

黄金の器 との交換 もあ りえない。

18宝 貝 も水晶 も言 うに及ばない。

珊瑚 よりも知恵の袋㈲。

19そ れはクシ産の トパーズとも比べ られず、

純金をもっても支払われない。

20だ が、知恵はどこから来るのか。

どこが分別の在 り処か。

21そ れはすべての生物の眼には覆われてお り、

空の鳥にも隠されている。
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22奈 落と死が言 う、

「われわれの耳はその噂 を聞いた」 と。

23神 はその道を知っている。

彼 はその在 り処を知っている。

24ま ことに、彼は地の果てまで も眺めわたし、

天の下のすべてのものを見 られる。

25彼 が風に重さを与え、

水に容量を定めた時、

26彼 が雨 に法則を定め、

雷雲に道を与えた時、

27そ の時、彼は彼女を見て、彼女を計算 し(1δ、

彼女を確立 し、彼女を調べ挙げた。

28そ して彼は人間に言った、

「見よ、主 を畏れること(1別、それは知恵、

悪を避ける事 は、分別である」 と。

この知恵の賛歌 は、長 らく多 くの研究者によって、元来独立 した作品であ

ったが、二次的にヨブ記の中に挿入 されたと考えられて来た暁 しか し、今

日では29章 以下の ヨブの語 りの前 に置かれた作品 としてよく文脈 に適合する

と考える研究者 もいる。ヨブ記の著者が、一定独立する賛歌を意図的にヨブ

の口に入れたと見てよいであろう鋤。このような議論は、本論考のテーマ と

は直接関係がないが、28章 を二次的挿入であるとする判断には、知恵の人格

化の現象が旧約の遅い時代 に始まったとする考え方 と相通 じる面があるので

一言述べておいた。フォン ・ラー トは、挿入説 をまった く否定 してはいない

が、年代決定に関 しては判断を留保 している。なお彼は28節 を後代の補足 と

見 るが、この賛歌全体がヨブの口か ら発せ られたものと解釈すると、そのよ

うに考 える必要はない。後で も触れるように、「主を畏れること」はこの詩

文全体にとって重要な要素である。

この超難解かつ壮大 な作品の詩文 としての技巧に関 しては、近年ファン ・

8



デァ ・ルーク トによって文学的構造が徹底的 に調べ られた⑳。その結果、こ

の作品が十分な推敲 を経た極めて技巧的な詩文であることが明らかになって

きた。従来、12節 、20節 にリフレインが認められるにも拘 らず、段落区分に

関 して釈義家の問で意見の一致が見られなかったが、彼の研究 によってこの

点がかな り解明 されたと見てよい。私訳は、ルーク トの段落区分 に従ってい

るが、3～4節 の解釈は異なる⑳。まず1～4節 は導入部である(Aと する)。

5～12節 は8詩 行から構成される(B)。13～20節 も8詩 行からなる(C)。 こ

の段落では、否定語のローをもつ表現が非常に多い。このことは訳文か らも

推察できるであろう。12節 と20節 は、非常 に良 く似ていて、この賛歌のテー

マと関係する。21～28節 は、最後に少 し変形されている部分があるが、基本

的には同 じく8詩 行である(D)。 最後の段落では、否定表現が次第に後退 し

て最後で肯定表現に転 じる。

世界に内在す る知恵について語っている大袈裟な表現でいっぱいのこの詩

文は、知恵 分別 とも言い替 えられる の在 り処について問うてい る。

だが、それに関 して、人は何 も言 うことが出来ない。知恵は人間の眼に隠さ

れているのみか、「どのような生 き物もこの知恵を見たことがない。ただ、神

が世界の創造に際 して、それと係わったと言えるだけである」。注目すべ き

なのは、 この知恵が 「ほとんど物的な或るもの」 として考察 されている点で

ある。地の底から鉱石 を取 り出す人間への言及は、それが確かに世界内的な

存在であ り、被造世界にいわば 「埋め込 まれた もの」であることを表現 して

いる。ここには神話を思わせるようなものは何 もない。フォン ・ラー トは「人

格化に関して語るべ き何の動機 も存在 しない」 とまで断言す る。この詩文を

精査すれば、27節 のように知恵 を女性 として人格化 して表現 していると読め

る箇所があることはある。 しか し、それは極めて曖昧である。作品全体 の調

子からすると、ラー トの指摘するように知恵は 「理念的な或 るものよりもむ

しろ、ほとんど物的な或 る もの」㈲と見 られている と考えて よい。それ はど

こか世界の中に探究されねばならないが、他の被造物 とは別の或るものに違

いない。このような意味で、知恵は神の世界創造の秘義である。

中央のC段 落では、否定表現が しつこく繰 り返されている(13～19節 でロ
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一は10回 出る)。ここでは、人間がこの秘義 としての知恵をどのような仕方

でも知覚することが出来ない と語られているのではない。「それな らば人は

知恵について語ることがどうしてできようか」⑳。この段落の力点は、知恵

が金では買えない極めて高価 なものであることを述べている点にある。つま

り神の創造の秘義を人間が他の宝物のように手に入れることはで きない、人

間の支配下に置かれることはない、と述べているのである。もちろんここで

は く神の創造の秘義を入間が手に入れてはならない〉とは語 られていない。

しか しなが らわれわれが このテクス トから、そのような禁止命令を聴 き取 っ

たとしても見当はずれということにはならないだろう。なぜ なら、人間の知

恵は 「主を畏れること」 として限界付 けられるからである。また、人間は神

的な知恵の 「価値を知 らない」(13節)と 語 られているか らである。それは

人には高価すぎる。

神 による世界創造の秘義としての知恵について、このような仕方で語るテ

クス トが歴史的にイスラエルのどのような知的営みの中で成立 したのかを確

定することは困難である。人間の鉱山での活動について語っている点や火山

の噴火を描写 したと考えられる箇所がある所 も興味深い。全 くイスラエルの

外側か らの思想的影響な しに成立 したとも考えられない。確かなのは、知恵

が明確に人格化されていない以上、ヒュポスターゼについて語ることは出来

ない し、神話テクス トからの直接的影響についても認められないことである。

フォン ・ラー トが次に取 り上げるのは、箴言第8章 であるが、その前 に少

し別の角度から考察してみたい。

3.被 造世界 の沈黙の声

周 知 の如 く、 知 恵 文 学 は 旧 約 の 枠 を は み 出 して お り、 ア ポ ク リ フ ァや 新 約

に も連 続 して い る 。 箴 言1～9章 に お い て 知 恵 は す で に女 性 の 姿 を と っ て い

るが 、 さ ら に後 代 の著 作 の 中 で 知 恵 の 人 格 化 は顕 著 に な る。 ベ ン ・シ ラ の知

恵14・20以 下 、51・13、19、26以 下 、 ソ ロ モ ン の 知 恵6・12以 下 な どで は 、

女 性 と して 人 格 化 され た知 恵 が 、 人 間 の エ ロ ス 的 な 求 愛 の対 象 と な っ て い る 。
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このようなテクス トから、 ヨハネ福音書のロゴス賛歌 までの距離は遠 くない

ように見えるし、その背後にヘ レニズムからの決定的な影響を見ることも容

易であるように思われるか も知れない。

だが、フォン ・ラー トの論述の中で特に注 目されるのは、以上のような知

恵テクス トと、一見 したところ何の関係 もなさそうに思われる一群の賛歌 と

の関連 について述べている箇所である。賛歌 に関 しては、翻訳書の247頁 途

中か ら十数行の記述 しかな く、す ぐにヨブ記12章7節 以下に関する短 い考察

に移行する㈲。 しか しここは一連の知恵の賛歌や知恵が女性 として人間に語

りかけるテクス トを解釈するひとつの鍵 になっている。聖書 には被造物が神

の前で自らを語る、あるいは被造物が沈黙 しているのではな くて、実は語 っ

ているのだ ない し沈黙のうちに語る というテクス トがかな り存在す

る(詩 篇19篇 、148篇 など〉㈲。

ここには、まず創造主のことばが、沈黙のうちに広大な自然 を貫いて人間

に達するのだ とする思想が見 られる(詩 篇19篇)。 あるいは また、あらゆる

被造物が、人間とともに神にむかって賛美の声をあげるとも言われる(詩 篇

145・10、148・1以 下)。 しか しいずれにせ よ、ここには被造世界が整然 と

秩序付けられてお り、人間だけではなくすべての被造物が創造主 との関係に

おかれているとする思想がある㈲。このことは世界の創造の時以来明らかな

のであって、それぞれの被造物が このことを証言 している(ヨ ブ記12・7以

下)。 ラー トによれば、このような思想 と原秩序 としての知恵が人間に呼び

掛けるという教 えは非常 に近いのである。そ してこの原秩序 に関する教え と

人間が歩むべ き道に関する教えとは、一体のもの として語 られることになる。

女性 として人格化された知恵が、人間に語 りかけるという詩的表現は、こ

のようにイスラエル的な伝統に根ざ した ものであって、外側か らの思想的影

響によって突如出現 したようなものではないのである。知恵の声が、特定の

宗教的な人間にだけ聞こえるのではな くて、圧倒的な力をもってすべ ての人

に決断をせ まる声 として描 き出 されるの も(箴 言1・20以 下参照)、 このよ

うな脈絡においてでないと理解出来ない。
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4.箴 言第8章

4.1.箴 言第8章 の構成

ここで旧約において 「被造世界の自己啓示」について語 るテクス トの中で

最 も重要であ り、また議論 も多い箴言第8章 を扱 う。私訳 を提示する前 に、

簡単に全体の構成を見てお く。全体は、以下の4段 落から構成 される。

(i)1～11節:導 入部 としての勧告。女性 としての知恵が 「男たち」 に呼

び掛ける。彼女は公共の場で、大声で語 っていることに注意。

(ii)12～21節:〈 知恵の自己紹介〉の形をとる。知恵の働 きとその豊かな

成果、特に政治的 ・法的領域における知恵の役割が強調 されている。

㈹22～31節 、ヤーウェが天地を創造 したときに、すでに知恵は 「彼のそ

ばにいた」 と、その不思議な由来について報告する。マソラは極めて難

解である。い くつかの語の解釈 に関 して論争が続いている。

㈹32～36節 、締括 りの勧告。知恵の人格的性格が顕著である。

4.2.箴 言8章 の訳 と解釈姻

1知 恵は呼ばわらないか、

英知 はその声 を上げないか。

2道 に沿う高 きところの頂で、

径の交差点に彼女は立つ。

3町 に通 じる門のかたわら、

門の入口で彼女は高 く叫ぶ。

4「 男たちよ、おまえたちにわた しは呼ばわる、

わたしの声が、人間たちに向かって。

5未 熟な者たちよ、聡明さを悟れ。

愚者たちよ、心 を悟れ。

6聴 け、まことにわたしは高尚なことどもを語ろう。

正直にわたしの唇を開こう。

7ま ことに、わた しの口蓋は真実 を唱える。
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8

9

10

ll

邪悪は、わたしの唇の嫌悪するもの。

わた しの口の言 うことは、みな義 しい。

それらには、ひね くれ も歪曲もない。

これらはみな、分別のある者には、率直。

知識 を見いだした者たちには、平易。

わた しの訓練を受けよ、銀 をではない。

知識は、金よりも価値がある。

まことに、知恵は珊瑚 よりもよい。

どんな財宝 も彼女 とは比べられない。

12わ た くし、知恵は聡明の隣 り人であ り、

計略の知識を見出 している。

13ヤ ハウェを畏れることは悪 を憎むことである。

高慢 と傲慢、また悪の道、

僻事 をいう口を、わたしは憎む。

14わ た しには、助言 と成功が、

わた し、わたしには分別と力がある。

15わ た しによって、王たちは統治 し、

君主たちは義 しいことを決定する。

16わ た しによって、君たちは治める、

貴人たち、すべての義 しい裁 き人たちも。

工7わ た しは、わた しを愛する者を愛する、

そ してわたしを探す者はわたしを見出す。

18富 と栄誉はわた しとともにある、

由緒ある資産も正義 も。

19わ た しの果実 は、金 と純金よ りもよい、

わた しの産物 は、銀 よりも価値がある。

20義 の路をわた しは歩む、

正法の径のまん中を。
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21わ た しを愛する者たちに財産を与えるために、

彼 らの宝庫を、わた しは満たす。

22ヤ ハウェは、その道のはじめ[と して]わ たしを造 った、

大昔に彼のわざの最初のもの として。

23と こしえよ り、わたしは聖別された、

は じめより、地の起源 このかた。

24ま だ大洋のなかった時に、わたしは生れた、

水 の豊かな泉 もなかった時に。

25山 々が埋めこまれる前、

丘に先だって、わたしは生れた。

26彼 がまだ地 も野外 も造 らないうちに、

また大地のち りのもとを。

27彼 が天を築いた時に、わたしはそこにいた。

彼が容天 を大洋の表面上に切 り込んだ時 に、

28彼 が上なる雲をかためた時に、

彼が大洋の源泉をつよめた時 に、

29彼 が海にその境界を定めて、

水がその縁 を越えないように して、

彼が地の基 を据えた時に、

30わ たしは、愛児 として彼のそばにいた。

日々わたしは彼の喜 びであった、

いかなる時 も彼の前で戯れながら、

31彼 の大地の円盤で戯れなが ら。

そ してわた しの喜びは、人間たちであった。

32そ こ で今 、 息 子 た ち よ 、 わ た しに聴 き従 え。

幸 い だ 、 わ た しの 道 を守 る 者 た ち は 。

33教 訓 に 聴 き従 っ て 、 賢 くな れ 。
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〔そ れ を〕 ない が しろ にす る な 。

34幸 い だ 、 日 々、 わ た しの 扉 の そ ば で 見 張 り、

わ た しの 戸 口の 柱 を守 り、

わ た しに聴 き従 う人 は 。

35ま こ と に、 わ た しを 見 出 す 者 は 、 い の ち を 見 出 す 。

ヤ ハ ウ ェか ら の好 意 に 出 会 っ た の だ。

36だ が 、 わ た しを 〔見 つ け 〕 損 な う者 は 、 自分 を害 す る 。

わ た しを憎 む者 は み な 、 死 を愛 す る」。

第一段落では、女性 として人格化 された知恵が人々に呼び掛けるのである

が、どこで呼び掛けるのかと言 うと、町の雑踏の中においてである(1・20

～21参 照)。2節 の 「高 きところの頂」が正確 にどこなのかは分か らないが、

とにか く 「径の交差点」町の 「門の入口」(3節)と い うのだか ら、町の中

でももっとも往来の激 しいところを指 している。物売 りが店 を出 し、人々が

待ち合わせ をし、商談をするような場所なのである。ルツ記4章 が語 ってい

るように裁判 も町の門で行なわれた。つまり知恵は公然 と叫んでいるのであ

って、静寂の中にある選ばれた特定の個人に密かに語 りかけるというのでは

ない。現代風 に言えば、政党の街宣車に乗った弁士が都市の中心部で演説 し

ているようなものである。だれで もこの声 を聞いているのであって、「その

ような声は聞いた事がない」 という言いわけは通らないことになる。問題 は

本当に聞いで1吾ったか どうかである。

古代イスラエルにおいて教育がどのように行われていたのかについては、

不明な点が多いが齢、以上のような語 りかける知恵の描写 と4節 以下の語 り

の内容か ら推定すると、若者、特に都市の若者が知恵の教育を受ける機会は、

少なくともこのテクス トが成立 した時代には、十分にあった と考 えなければ

ならない。ここでは、 どの知恵の教師であっても教えたに違いないことが問

題になっている。それは若者は元来みな 「未熟」なのであるか ら、知恵の訓

練を受けて賢 くならなければならない、 ということである。「未熟な者たち」

(ペターイーム、単数形ペテ ィ)と いう表現は、旧約の知恵の立場 をよ く示
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して い る 。 旧 約 時 代 の 教 育 理 念 が 、 現 代 の そ れ と大 い に 異 な っ て い る と ころ

は、 知 恵 の 教 え を まだ 受 け て い な い 若 者 はみ な 「未 熟 」 で 「愚 か」 で あ る と

す る点 で あ る㊧゚。 そ の よ う な意 味 で 教 育 と は 、知 恵 の 訓 練 を受 け る こ とで あ

る。

6節 の 「高 尚 な こ と ど も」 と訳 した 語 ネ ギ ー デ ィー ム を 「正 しい こ と」 ネ

ガ デ ィー ム と読 み 替 え る者 が あ る が 、 マ ソ ラ を正 文 と見 て訳 した 。7節 の

「私 の 唇 の 嫌 悪 す る もの 」 とい う表 現 は 、 や や 不 自然 で あ る が 、 こ れ も正 文

とす る 。9節 の 「平 易 」 ヤ ー シ ャ ー ル(た だ しマ ソ ラ は複 数 形 〉 に は 、 「ま

っす ぐ」 「滑 らか」 「平 坦 」 な どの 意 味 もあ る 。 知 恵 が 真 実 と義 を語 り、邪 悪

と歪 曲 を嫌 う こ とは 、 知 恵 を獲 得 した者 に は 、 単 純 な 認 識 で あ る こ とを言 う。

10～11節 に は、箴 言 全 体 の最 終 的 編 集 者 の筆 の 跡 が 感 じ られ る 。ユ1節で は 「知

恵 」 は3人 称 で 語 られ る。 ま た 、 こ の節 の後 半 は3章15節 とほ と ん ど同 じ文

で あ る 。 こ れ らを根 拠 に11節 を後代 の付 加 と考 え る 者 も い る が 、 この 詩 の 作

者 が 、 箴 言 全 体 の編 集 者 と同 一 で あ る と考 え る こ と も 出来 る 。 この よ う な1

人称 と3人 称 の交 替 は、 詩 文 テ クス トで は 特 殊 な事 で は な い で あ ろ う。

第 二 段 落 の 〈自 己 紹 介 〉の 表 現 上 の 特 徴 は 、 「わ た し」 が 強 調 さ れ て い る

こ とで あ る。 原 文 で は特 に12～17節 が こ の 点 で 目立 つ 。 ま ず 、12、17節 で は

人称 代 名 詞 「わ た し」(ア ニ ー)が 、 行 の 先 頭 に 来 る。 内容 か ら判 断 して 、 第

二 段 落 を さ らに12～16節 と17～21節 に 区 分 す る こ と も 出来 る 。14～16節 の 各

行 の 先 頭 の 語 は 、 リ ー 「わ た しに」、 ピ ー 「わ た しに よ って 」、 ピー 「わ た し

に よっ て 」 と韻 を踏 ん で い る 。

この あ た りに は 、 政 治 的 ・法 的 領 域 に 関 す る 語 が 多 用 され て い る。 まず14

節 の エ ー ツ ァー 「助 言 」 は 、 よ く王 に対 す る政 治 的 ・軍 事 的 助 言 に対 して用

い られ る語 で あ る(列 王 記 上1・12、 箴 言20・18等)。 「成 功」 と訳 した トゥ

ー シヤ ー は
、特 に知 恵 的 な用 語 で あ るが 、 適 切 な 訳 語 が 見 当 た らな い ⑳。 こ

の語 は 、 旧 約 で 合計12回 用 い られ て い るが 、 ヨブ 記(6回)と 箴 言(2・7、

3・21、8・14、18・1の4回)に 用 例 は集 中 して い る 。 「実 践 的 な 能 力 」を

意 味 す る と解 釈 もあ るが(新 共 同 訳 は 「力 」)、 「よ い 結 果 を促 す よ う な 知 恵

の働 き」 を さす と考 え て 、 ひ と まず 「成 功 」 と訳 した 。 い ず れ にせ よ こ の語
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の もつ ダイナミックな概念 を一語で表現することは難 しい。12節 の 「計略」

(ここでは複数形でメジムモー ト)は 、「思慮」(1・4な ど)と 訳 されるこ

とが多い。ここでは、文脈か らみて、よく考えて計画的に行動することを意

味すると考えられる。15節 の 「君主たち」(ロ ーズニーム)は 、あま り用例

のない語である(他 に詩篇2・2、 イザヤ40・23な ど)。「義 しいことを決定

する」は、「義 を布告する」 とも訳せる。12～16節 は、政治的権力の行使が

知恵によって行われることを述べているが、正義を実現するメシアについて

語るイザヤ書11章 の冒頭と用語上 も類似 している(特 に11・2。 さらにヨブ

記12・13を も参照)。 イザヤ書11章2節 との比較で注目されるのが、どち ら

も 「ヤハ ウェを畏れること」(13節)に 言及 している点である。ユ ダヤ教 の

伝統においては 「ヤハ ウェを畏れること」は、人間の生 き方、倫理に直結す

るきわめて重要な概念である働。高慢や傲慢ではない神の前 にへ りくだった

生 き方を言 うのである。これをプロテス タント神学で使われるような意味で

の 「信仰」 に言い換えたときには、意味がかな りずれて しまう。

17節 は、4章6～9節 と同じく男女のエロティックな愛を思わせる表現に

なっている。ここには く探求〉と く発見 〉のモティーフが見 られる。この点

に関 しては、後述す る圃。18節 「由緒ある」(ア ーテーク)は 、ハパ クス レ

ゴメノンであ り、その正確な語義については論争されている。「増大する」と

訳す者 もいる。同じ語根か ら派生 した動詞の用例はかな りあり、「移す」「移

動する」以外 に 「年をとる」の意味がある。19節 は、3・14、16・16と よく

似ている。箴言の最終的編集者の筆の跡を思わせる。20節 では 「義(ッ ェダ

ーカー)の 路」 と 「正法(ミ シュパー ト)の 径」が並行関係にある。18～21

節は、知恵のもた らす豊かな成果について述べ る。その成果 とは、富、名誉、

財産であるが、これらは正義にかなうや りかたで獲得 されたものでなければ

ならない。 ここでの知恵は、正義なのだから。

第三段落 には、語義を廻 って論争が続いている重要な語が複数存在する。

これらの語の解釈の困難さは、いずれ も結局 この段落全体をどう解釈す るの

かと関係 している。ここでは論争の要点 を述べて、一応の結論 を提示 してお

く。まず22節 の 「私を造った」(カ ーナーニー)と 訳 した箇所の動詞qnhの 意
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味 が 問 題 に な る 。 こ こ に 「生 む」 な い し父 が 「(子を)も う け る」 の 意 味 が

あ る か ど う か を廻 っ て論 争 が 続 い て い る。こ の 動 詞 に は まず 、「購 入 す る」「獲

得 す る 」 の 意 味 が あ る(創 世 記47・19、 レ ビ記22・11、25・44な ど多 数 の 用

例 が あ る)。 次 に 「造 る」 「創 造 す る」 の 意 味 に な る 可 能 性 の あ る 若 干 の 箇 所

が 存 在 す る 。Irwin等 は 、 こ の よ う な 可 能 性 の あ る 用 例 と して 箴 言8章22節

を 含 め て9箇 所 を数 え 、 そ れ ぞ れ の意 味 と用 法 を検 討 して い る(そ の 他 、創

世 記4・1、14・19、 出 エ ジ プ ト記15・16、 申命 記32・6、 詩 篇74・2、78・

54、139・13、 イ ザ ヤ 書11・11)伽)。 こ れ らの 用 例 を見 る と創 世 記4・1以 外

は す べ て 神 が 主 語 で あ る 。 実 は創 世 記4・1の 場 合 も、新 共 同 訳 が 「得 た」

と訳 して い る よ う に語 義 は 明 確 で は ない 。 こ こで は上 記9例 の う ち5例 の み

を検 討 す る(ゲ セ ニ ウ ス の 辞 典 で は5例 しか挙 げ て い な い か ら これ らを 考 察

す れ ば 十 分 で あ ろ う)。 す べ て 詩 文 テ ク ス トで あ る。 ま ず 創 世 記14・19、22

・ で は 、 「造 る」の 意 味 で 用 い られ て い る と判 断 さ れ る 。Irwinは 、〈beorbecome

parentof>の よ う な語 義 を推 定 して い る が 、 十 分 な根 拠 が あ る よ うに は 思 わ

れ な い 。 詩 篇139・13も 「造 る」 の 意 味 とみ て 差 し支 え な い が 、神 が 人 間 の

臓 器 を母 の 胎 内 で造 る こ とに 関連 して い る 。 申命 記32・6で は 、 ヤ ー ウ ェが

イ ス ラエ ル の 「民 」 を 「造 った 」 「父 」 と され てい る が 、 こ の場 合 は 「(子 を)

も う け る」 の 意 味 が 入 る。 た だ しあ く まで 比 喩 的 な 表 現 で あ る。 こ の よ う に

見 て くる と、 箴 言8・22に 「生 む 」 「(子を)も うけ る」 の 意 味 が あ る か ど う

か に 関 して 、 決 定 的 な こ とは 言 え な い㈲。

23節 「私 は聖 別 され た」 「私 は制 定 され た」 ニ ッサ クテ ィ ー(RSV:Iwas

setup;NKJV:Ihavebeenestablished)に も問 題 が あ る 。 マ ソ ラ は動 詞nskの

ニ フ ァル 形 を示 して い る 。 この 動 詞 は 「注 ぐ」 を意 味 し、 灌 璽 ネ セ ク と関連

す る(出 エ ジ プ ト記29・40以 下 、 レ ビ記23・13、 民 数 記28・7以 下 な ど)。

従 っ て 、 こ こ の 意 味 も逐 語 的 に は 「私 は注 が れ た 」 で あ り、 灌 彙 に 関 係 す る

語 で あ る と こ ろ か ら 「聖 別 され た」 の 意 味 に な り、 さ ら に 「制 定 され た」 の

意 味 に な る の で あ ろ うか 。 や や 解 釈 に無 理 が あ る。 これ に対 して 多 くの注 解

者 は 、 詩 篇139・13(ま た も同 じ箇 所 を参 照Dか ら動 詞skkを 想 定 し、 そ の

ニ フ ァル 形 と考 え て 「私 は 組 み 立 て ら れ た」 「私 は 綴 り合 わ され た」 と訳 す 。
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ヨブ記10・11に も同様の表現がある。

次に問題になるのは、24節 と25節の 「私は生まれた」 ホーラールティであ

る。 この動詞の基本的な意味は 「回る」「身をよじる」「震える」である。詩

篇90・2に も 「生 まれる」の意味にとれる箇所があるが、大地が生 まれるの

であるからあくまで比喩的な用法である。以上のように22～25節 の語の使い

方を見て くると、一応は知恵の誕生 について語 られている と考 えられるが、

直接的に身体的な誕生を意味する語は注意深 く避けられていることが分かる。

いわゆる神話的テクス トではないのである。

30節 のアーモーン('互m6n)の 解釈については、激 しい論争が続いている。

すでに古代か ら解釈が分かれていたことが明白で、マソラの母音符号が当て

にならない し、古代の聖書翻訳 も決定的な手がか りにならない。問題 は錯綜

しているが、伝統的解釈は、以下の2通 りの読み方にまとめることが出来 る㈹。

a.「 匠」「棟梁」などと、知恵が天地創造 に際 して建築家 としての役割を

果たしたとする。口語訳 「名匠」 など、多 くの翻訳聖書が採用 している。ヘ

ブライ語辞典で もゲセニウスなどが採用 してお り多数意見 となっている。雅

歌7・2の わ マーン、やアッカ ド語のu舳nu,um曲uと 関連することに

なる。外典のソロモンの知恵7・22、8・2は 、このような伝承に基づ くと

解釈 される。ユダヤ人哲学者 フィロン、ヨハネ福音書1・3、 コロサイ人へ

の手紙1・16も このような伝承の系統に属する。なお、新改訳の 「組み立て

る者」は70人 訳のharlnozousaか ら来たものであろう。

b.マ ソラの母音符号 を変更 してアームーン('五m血n)と読む。 「乳児」「愛

児」「寵児」などと訳す。アクイラ訳、 ミドラシュ ・ミシュ レー(ユ ダヤ教

の古い 「箴言注解」)、中世の釈義家イブン ・エズラなどの解釈がこれを支持

する。この方が文脈に適合すると考えてフォン ・ラー トはこの説を採用 して

いる働。

これ らは、みなアーモーンが 「知恵」の別名であることを前提にした解釈

であるが、「彼の」つまりヤハ ウェと同格だ とする説 もある。a説 の変形 と言

う事になるが 「保護者」 「養育者」 と読 むわけである鯛。

30節 をヘブライ語で読 むと面 白いことに、エ ヒイェが2回 出て くる。ここ
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に 出 エ ジ プ ト記3章 の 有 名 な エ ヒ イ ェ ・ア シ ェ ル ・エ ヒイ ェの 影 響 を 読 み取

る もの もい るが ど う で あ ろ うか 。

(つ づ く)

注

(1)G・ フ ォ ン ・ラー ト著 、勝 村 弘 也 訳 『イ ス ラ エ ル の 知 恵 』 日本 キ リ ス ト

教 団 出 版 局(1988年)221頁 以 下 。

(2)左 近 淑 に よ る書 評 、 『聖 書 と教 会 』1989年3月 号 、43頁 。

(3)レ オ ・ベ ック著 、 有 賀 鐵 太 郎 訳 『ユ ダヤ 教 の 本 質 』全 国書 房 刊(1946年)、

121～123頁 を参 照 。 引 用 に際 して は 、補 足 、 修 正 の 他 、 一 部 旧 漢 字 や 旧

仮 名 使 い を変 更 した 。LeoBaeck,DasWesendesJudentums,JosephMelzer

Verlag(1960)を 参 考 に した。 な お 、 有 賀 訳 は 当 時 と して は 画 期 的 な 業 績

で あ っ たが 、 出 版 され た 時代 が 時 代 で あ っ た だ け に ほ とん ど読 ま れ な か

っ た の で は な い か 。 ま た 旧 漢 字 ・旧仮 名 使 い の 漢 文 調 で あ る た め に 現 在

で は訳 文 に違 和 感 が 感 じ られ る。こ の書 は 、ア ドル フ ・ハ ル ナ ッ クの 『キ

リス ト教 の本 質 』 に対 す る ユ ダ ヤ教 の 立 場 か らの 批 判 と して 書 か れ た も

の で 、 歴 史 的 に も極 め て重 要 な著 作 で あ る 。 有 賀 本 人 が 、 改 訂 を考 え て

い た 事 が 「訳 者 序 」 か ら知 られ る が 、 果 た され な か っ た 。 本 書 の 改 訂 再

版 は 、 後 学 に 課 され た義 務 で あ ろ う。

(4)例 え ばM・ ヘ ンゲ ル は 、箴 言1～9章 を初 期 ヘ レニ ズ ム 時 代 の 著 作 と考

え 、 さ らに 箴 言8章22～31節 を前 後 の 文 脈 か ら切 り離 して 、 後 代 の 挿 入

と見 る。 ヨブ 記28章 に 関 して も二 次 的 挿 入 とす る 。M・ ヘ ンゲ ル著 、 長

窪 専 三 訳 『ユ ダヤ 教 とヘ レニ ズ ム 』 日本 キ リス ト教 団 出 版 局(1983年)

253頁 以 下 参 照 。 この よ うな 誤 っ た 史 的 判 断 は 、 イス ラエ ルへ の エ ジ プ

トか らの思 想 的 影 響 が 、 ヘ レニ ズ ム時 代 前 期 に突 然 始 ま っ た もの で は な

い こ とを認 識 しな い と こ ろか ら も来 る。 古 代 エ ジ プ トにお い て 、 唯 一 神

へ の 信 仰 は 、 少 な く と も イ ク エ ン ア テ ン(イ ク ナ ー トン 、在 位 前1364～

47年 頃)の 時 代 に 明確 な姿 を と って 現 れ た。 彼 の 「アテ ン賛 歌 」 が 詩 篇

104篇 に影 響 を 与 えて い る事 は確 実 で あ る。 王 国 時 代 の作 品 で あ ろ う(そ
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れ も王 国 時代 初 期 の 可 能性 も あ る)。 勝 村 弘 也 著 『詩 篇 注 解 』 日本 キ リ

ス ト教 団 出 版 局(1992年)34～55頁 参 照 。

(5)勝 村 弘 也 著 一注 〔4)127頁参 照 。ThHAT,Bd.II,S.507fEK.Koch執 筆 の串dqの
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勝 村 弘 也 著 『旧約 聖 書 に学 ぶ 』 日本 キ リス ト教 団 出 版 局(1993)79頁 以
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に 自然 学 的知 識 と一 体 とな っ た あ らゆ る技 術 が必 要 な こ とは 言 う まで も

な い 。

(7)G・ フ ォ ン ・ラ ー ト著 ・荒 井 章 三 訳 『1日約 聖 書 神 学1』 日本 キ リ ス ト教

団 出 版 局(1980年)497頁 参 照 。

(8)G・ フ ォ ン ・ラ ー トニ注(1)226頁 以 下 。

(9)G・ フ ォ ン ・ラ ー ト=注(1〕490頁 の 注 で は 、S.M。winke1の 定 義 を 紹 介 し

て い る 。 こ れ に よ る と ヒ ュ ポ ス タ ー ゼ は 、 「半 ば独 立 的 で 、 半 ば 或 る 高

度 な神 性 の 啓 示 形 態 と考 え られ る神 的 実 在 で 、 或 る高 度 な神 性 の 或 る属

性 、或 る作 用 、或 る部 分 な どの 人格 化 を表 わ す」と され る。さ らにG.P∬eifer

の 定 義 も紹 介 され る が 、 こ の語 が 宗 教 学 者 に よ っ て 様 々 に 定 義 さ れ て き

た こ とは た しか で あ る。 ラ ー トも こ の語 を単 に あ る概 念 の 人 格 化 とか 神

の あ る属 性 の 人格 化 の よ う なず っ と広 い 意 味 で使 うの な ら箴 言8章 に も

適 用 で き る こ と を認 めて い る。 しか しそ う な る と 「ヤ ー ウ ェ の御 顔 」 「ヤ

ー ウ ェの 霊 」 の よ う な表 現 も ヒ ュ ポ ス ター ゼ に な る し、 ユ ダヤ 教 で よ く

使 わ れ る シ ェ キ ナ ーや メ ム ラ の よ うな 表 現 も ヒ ュ ポ ス ター ゼ に な る。 こ

の こ とが 宗 教 史研 究 に 混 乱 を もた らす こ とは確 実 で あ る 。 な お ヒ ュ ボ ス

ター ゼ に 関 して は、RGG,ThWNTな ど各 種 の 事 典 に詳 細 な解 説 が あ る が 、

BemhardLang,Hypostase:HandbuchreligionswissenschafthcherGnlndbe-

grif紀Bd.III,Kohlh㎜mer(1gg3)S.186ffが 簡1黎に 要 点 を押 さ え て い る。

㈹ 小 高 毅 著 「モ ナ ル キ ア ニ ズ ム と三 神 論 」 『ヘ ラ ク レ イデ ス との 対 話 』 創

文 社(1986年)108頁 以下 。BernhardLang=注(9)S.186.大 バ シ レ イ オ
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ス は 三 一 神 を 「一 つ の 本 質 、 三 つ の ヒ ュ ポ ス ター ゼ(miaousiaマtreishy-

postaseis)」 と表 現 した 。

㈲ ヘ ン ゲ ル の他 に 、R・ ブ ル トマ ンを 挙 げ れ ば 十 分 で あ ろ う。杉 原 助 訳 「ヨ
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新 教 出版 社 、37頁 以 下 。 捕 囚 後 のユ ダヤ 教 団 にお い て 目覚 ま しい 知 恵 の

擬 人 化 な い し人 格 化 が 起 こ っ た の に 、 知 恵 が 一 つ の独 立 した神 格 へ と発

展 す る こ とが な か っ た の は 、知 恵 が 「律 法 」 と い う人 間 の行 うべ き道 と

強 く結 合 して い た か らで あ る 。 神 的 な 質 を有 す る 知 恵 は 、 人 間 の 具 体 的

な倫 理 的 行 為 に お い て 形 を とる 。RalphMarcus,OnBiblicalHypostasesof

Wisdom,HUCA23,1(1950/51)169f.

(121G・ フ ォ ン ・ラ ー ト=注(1)222頁 以 下 の 訳 を 出 来 る だ け 用 い る が 、 ロバ

ー ト ・ゴ ル デ ィス 著 ・船 本 衛 司 訳 『神 と 人 間 の 書 ヨ ブ記 の研 究

(下)』 教 文 館(1979年)250頁 以 下 の 訳 文 な ど を 参 照 して訳 し直 した 。

(13)DavldWol艶rs,TheStoneofdeepestDar㎞ess:AmineralogicalMystery(Job

XXVIII),in:VT45,2(1994)274-276.は 、3節 の 「暗 黒 の石 」 以 下 か ら

4節 まで は 、 溶 岩 が 火 山 の溜 りか ら突 然 噴 出 す る様 、 お よび 火 口 の奥 深

くに 人 間 に は認 識 不 可 能 な物 質(こ れ は マ グマ の こ と)が 存 在 す る こ と

に つ い て 述 べ て い る と解 釈 す る。 こ の 説 に従 って 訳 した 。

(14)坑 道 で の 出 水 を止 め る こ と。

㈲12節 の 知 恵 ホ クマ ー は、 も ち ろ ん女 性 名 詞 で あ る か ら、13節 以 下 の 「そ

の」 を 「彼 女 の 」 と訳 す 事 は可 能 で あ る。 しか しな が ら、 こ こ で は知 恵

が 十 分 に 人 格 化 さ れ て い る わ け で は な い 。 た だ し、27節 で は 「彼 女 の」

と訳 した 。

⑯ 「袋 」 と訳 した語 は 他 に詩 篇126・6に しか用 例 が な い 。 「珊 瑚 よ り も知

恵 の袋(が よ い)」 と い う僅 諺 が あ っ た の だ ろ う。

⑳ 動 詞sprの ピエ ル形 は 、 「物 語 る」の意 味 で 用 い られ る こ とが 多 い が 、 「数

え上 げ る」 の 意 味 に な る用 法 も あ る(詩 篇50・16等)。 こ こ か ら さ ら に

「計 算 す る」 の 意 味 に な っ た と推 定 し た 。 な お 、 この 節 に は3人 称 単 数

女 性 の 人 称 接 尾 辞 が4回 繰 り返 され て い る の で 「彼 女 の 」 と訳 した 。 彼
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女 と は もち ろ ん 「知 恵 」 で あ る。

㈱BHSは 「主 」 ア ドー ナ イ と な って い る が 、 「ヤ ハ ウ ェ」 と読 む写 本 も あ

る 。

⑲ 日本 語 文 献 だ け で 見 て も、 松 田 明 三 郎 、 関根 正 雄 の 『ヨ ブ 記 註 解 』、 中

澤 沿樹 、 浅 野 順 一 の 『ヨブ記 』 はい ず れ も こ の立 場 を取 る。 比 較 的 最 近

の 『新 共 同訳 旧 約 聖 書 注 解II』 の 和 田 幹 男 の 注 解 で も こ の 点 に は 変 更 が

な い 。

⑳RobertLaurin,TheTheologicalStrutureofJob,in:ZAW84(1972)86-89.

HansStrauss,Hiob,BKXVI!2(2000)S.129ff

⑳PietervanderLugt,TheFo㎜andFunctionof血eRe血ainsinJob28,in:The

StrucuralAnalysisofBiblicalandCanaanitePoetry(1988)JSOTS74 ,265-293.

吻Lugtは 、3、4節 をそ れ ぞ れ3つ の 句 か らな る 長 い 詩 行 と して 扱 うが 、

こ の節 の 意 味 に 関 して は 何 も語 って い な い 。3節 後 半(第3句)と4節

の第1句 に意 味 的 な つ なが りが あ る と見 れ ば 、 こ こ に は そ れ ぞ れ2句 か

ら構 成 され る3詩 行 が 存 在 す る こ と に な る 。

㈱ こ の段 落 の フ ォ ン ・ラ ー トか らの 引 用 は 、前 掲 書 一 注(1)226頁 以 下 に よ

る。

(2の=注(1)227頁 。

㈱ ヨ ブ記12章1～25節 に 関 して は 、 釈 義 を お こ な っ た こ とが あ る。 『説 教

者 の た め の 聖 書 講 解 』61、 日本 キ リ ス ト教 団 出 版 局(1987年)17-22頁 。

㈱ この よ うな 聖 書 テ ク ス トの もつ 重 要 性 は 、 現 代 に まで 到 る 長 い ユ ダ ヤ思

想 の 流 れ を 視 野 に 入 れ る な ら ば一 目瞭 然 で あ る。 例 え ば 「聖 書 の 沈 黙 か

ら ア ウ シ ュ ヴ ィ ッツ の 沈 黙 へ 」の副 題 を もつ ア ン ド レ ・ネエ ル の著 書 『言

葉 の 捕 囚』(西 村 俊 昭 訳 、 創 文社)の 書 き 出 しは 以 下 の よ うで あ る 。 「最

初 の ア プ ロ ー チ に お い て 、 沈 黙 は 聖 書 の光 景 を形 造 っ て い る と言 っ て置

きた い 。 尤 も この こ とは 十 分 説 明 され ね ば な ら な い の で あ る け れ ど。 先

ず 第 一 に こ の 光 景 は 自然 と一 つ に な っ て お り、 そ の 自然 の無 限 の 広 さは 、

沈 黙 に よ っ て 支 え られ て い る の で あ る。 〈話 す こ と 〉 な く、〈語 る こ と 〉

な く、 そ の 〈声 〉 も聞 こ え な い の に … …(詩 篇19・4)。 聖 書 は 従 っ て
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自然 の無 限 と沈 黙 との 同 一視 、 こ の驚 くべ き発 見 の 、最 初 の 人 間 的 証 言

で あ る 。 … …(中 略)… … しか した と え聖 書 が 宇 宙 の無 限 を沈 黙 と 同 一

視 す る こ と を知 っ て い る と して も、 聖 書 は また こ の無 限 が 、 も う一 つ の

〈無 限 〉、〈創 造 者 〉の そ れ 、 の ヴ ェー ル で しか な い こ と を知 っ て い る 。 創

造 者 の 〈言 葉 〉 は 、確 か に広 大 な 自然 を貫 い て 人 間 に達 す る の で あ る が 、

創 造 者 の 奥 深 い く存 在 〉 は 、 そ れ も ま た 、 窮 極 の と こ ろ 〈沈 黙 〉 と同 一

視 され る外 は な い の で あ る」。

㈲A・J・ ヘ ッシ ェ ル 著 ・森 泉 弘 次訳 『人 間 を探 し求 め る神 』 教 文 館(1998

年)の 「第9章 世 界 」 の(7)お よ び(8)の126～129頁 参 照 。

㈲ こ こ で使 用 した 注 解 書 につ い て は 、 逐 一 参 照 箇 所 を指 示 し な い 。 「箴 言

にお け る釈 義 上 の 問 題(1)」 『キ リ ス ト教 論 藻 』 第26号(1994年)38頁 掲

載 の 注 解 書 リス トの 他 に は 、AmdtMeinhold,SprUche,Teil1,ZBK(1991);

R.N.Whybray,Proverbs,NBC(1994)を 活 用 した 。

㈲ 勝 村 弘 也 著 「知 恵 文 学 」 『現 代 聖 書 講 座 第2巻 』 日本 キ リス ト教 団 出

版 局(1996)182頁 以 下 参 照 。

㈹ 勝 村 弘 也 著 「箴 言 に お け る 愚 者 の 肖像 」 『聖 書 の 学 び』NHK学 園(1999

年)5～7頁 参 照 。

㈱ 勝 村 弘 也=注 ㈲9頁 参 照 。

幽 例 え ばA・J・ ヘ ッ シ ェ ル=注 伽98頁 以 下 。 レオ ・ベ ッ ク は 、 畏 敬 の 感

情 と倫 理 との結 び つ き を 強調 す る。 ベ ッ ク=注(3)174頁 以 下 。

㈲ フ ォ ン ・ラ ー ト=注(1)254頁 以 下 参 照 。 最 近 の研 究 で は 、C,V.Campの

研 究 が 注 目 され る 。

図WilliamA.hwin,WhereshallWisdombefound?JBL29(1961)133-142.

Whybrayの 注 解 書=注 ㈲ で も判 断 は留 保 さ れ て い る。

㈲22節 の 「そ の 道 の は じめ 」 の解 釈 は、 次 回 に検 討 す る。

参 考 文 献 は非 常 に多 い が 、議 論 が よ く整 理 され て い る の が 、R.B,Y,Sco賃

の 論 文WisdominCreation:The'AMONofProverbsVIII30,in:VT10

(1960)213-223.で あ る。

㈲ フ ォ ン ・ラー ト=注(1)233頁 。
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(38) Othmar Keel, Die Weisheit spielt vor Gott. Ein ikonographischer Beitrag zur 

   Deutung des  mesakiäqät in Sprüche 8, 30f., Freiburg, Switzerland and Göttingen , 

   (1974)  21ff.


